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ＢＭＷ Ｒ５０－６９Ｓ（１９５５－１９６９） 
 
１９６７年ごろから油面管理が容易でオーバーフローを起こし難いレバートップ型フロートカバーを

装備したキャブレターが採用されましたが。始動困難、アイドル不調、最高速不到達の傾向が表面化し

たようでその原因として油面（フロートレベル）の設定不良があり、修正するよう案内がありました。 
 

  
 
具体的にはフロートレベルプレートの変更（厚さ５．６から１．６ミリ）で油面を４ミリ上げる 
措置が取られた。交換部品はフロートガイドピン、フロートレベルプレート、フロートカバーです。 
 

  
 
実際には油面不良以外に不適切バッテリーによる流入空気の減少、フューエルコックの問題で 
燃料供給不足なども関わっていたようです。 



 



 


